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１ 主題設定の理由 

 平成 24 年度より中学校において新しい学習指導要領が全面実施となった。技術・家庭科では全指導内容

が必修化され、これまで以上に各々の指導内容を有機的に関連づけた学習題材の開発が要求されるように

なっている。 

 一方でものづくりに関する生徒の経験不足の影響で、道具を使った材料の切断や組み立てなどの作業に

予想以上の時間が必要になったり、できあがった作品の完成度が不十分で生徒自身にものづくりの楽しさ

や完成させる喜びを十分に味わわせることが難しくなったりしている。 

 また、校種間のギャップが注目され、小学校と中学校の連携に着手している学校も増えてきているが、

技術については対応する教科そのものが小学校段階では開設されていない。図画工作で、工具や材料を取

り扱うこともあるが、体験的な活動が大半を占めているのが実状である。小学校図画工作の「造形遊び・

工作」と、中学校の「製図を元に道具を合理的に使用して正確に加工するものづくりの学習」とのギャッ

プが大変大きく、苦手意識を持つ生徒も少なくない。 

 以上の理由から、技術科内の学習指導内容を有機的に関連づけた学習題材と、小学校図画工作と中学校

技術の連携を促進する学習システムの構築を以下の二つの視点で構想した。 

視点１ 「材料と加工に関する技術」と「情報に関する技術」を関連づけた学習題材の開発。 

 自分たちが体験を通して学んだ道具の使い方やものづくりの仕方をマルチメディア作品（「Ｗｅｂ版

ものづくり秘伝の書」）として制作し、ネットワークを介してそれらの「Ｗｅｂ版ものづくり秘伝の書」

を公開し、評価を受けとるシステムを構築する。ネットワークを介した一連の設計・制作・評価の過程

を通して、マルチメディア作品の設計・制作とネットワークの仕組みを体験的・実践的に学ぶと共に、

制作目的や閲覧対象者を意識した作品づくりの大切さに気付かせようと考えた。 

視点２ 「小学校図画工作」と「中学校技術」の学習内容をリンクさせた学習活動の開発。 

 中学生が将来の後輩である小学生向けにマルチメディア作品（「Ｗｅｂ版ものづくり秘伝の書」）を

作成し、小学生は図画工作の授業で「Ｗｅｂ版ものづくり秘伝の書」を活用して道具の使い方やものづ

くりの仕方を学ぶとともに、教材の分かりやすさなどをネットワークを介してアンケート評価を行いな

がら、ネットワーク利用のスキルや情報モラルに関する学習も併せて実施させる。 

 

２ 研究内容 

年度当初に計画していた学習活動を表１に示す。中学生が将来の後輩である小学生に対して「道具の使い

方」をテーマにしたビジュアルマニュアル（「Ｗｅｂ版ものづくり秘伝の書」）を制作し、Ｗｅｂ上にア
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ップし、小学生の閲覧とアンケートの返信を受けて、自分たちの作品や学習活動を振り返るという一連の

流れを考えた。 
表１ 学習活動計画 

 

 岡山大学教育学部附属中学校第２学年において、１年時に製作した「身の回りを整理するもの（県産檜

１枚板からの自由設計題材）」の仕上げを行い、その後、Ｗｅｂページの制作を行った（図１）。その際、

ページを閲覧した小学生からの評価を受け付ける電子メール版のアンケートフォームも生徒に作成させた

（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の制作したページを公開するためのトップページ

は教師が作成した（図３）。学年全体のトップページか

らクラス別にリンクを作成した。クラス内のページは生

徒が取り上げた道具や機械別に整理した（図４）。 

図１ 生徒制作ページ 図２ 生徒作成アンケート枠 

図３ 学年のトップページ 

図４ クラスのトップページ 
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 完成したページを図画工作の授業で小学校第６学年の児童に閲覧してもらい、アンケート調査を行った

（表２、図５）。 

 小学生によるＷｅｂページの評価は、閲覧したページごとに集計し、一覧表にまとめた（表２）。その

一覧表を中学校技術の授業でＷｅｂページと対比させながら確認させ、ディジタル作品の制作上の注意点

をまとめさせた（図６）。その制作上の注意点をグループ内で共有し、次の制作品（ロボット製作報告書）

に活用するように指導した。併せて、中学校技術で「情報通信ネットワークの仕組み」に関する学習を資

料１のように計画し、公開授業を行った（図７）。 

 

 

３ 研究の結果と考察 

 

 中学生が小学生の評価を読んだ後の感想の主なものは

以下の通りであった（下線は教師の付与による）。 

表２ 小学生によるＷｅｂページの評価（一部抜粋） 

 

図７ ネットワークの公開授業 

図５ 図工でのＷｅｂページ評価活動 

図６ 小学生の評価を確認する様子 
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・自分が見やすいだけでは良くなくて、他人も見やすいようにするのが大切なことだった。 

・自分と違う立場の人に伝わりやすいものをつくるのは難しい。よく考えてつくる必要がある。 

・小学生が辛口なのと、字の色や背景の色を何にすればいいか分かった。ここまで厳しいとは思わなか

った。 

・小学生は意外と細かい所まで見ていてビックリした。自分はこの色で良いと思っているけど、客観的

に見たらそうではなかったことも分かりました。 

・相手の気持ちになって考えることで、漢字やふりがな、文字の大きさなど、工夫できる点がたくさん

あることが分かった。 

・厳しいものもあって、ビックリしたけど、正直にはっきりと意見を出してもらった方が助かるので、

これらのコメントはとても良かった。 

・見る所をきちんと見てくれていて、何が問題なのかということがよく分かった。伝えることが難しい

ということをつくづくと感じた。 

・つくる側と見る側では考えることが違うことが分かった。なので見る側の人のことを考えて作成しな

ければならない。 

・自分が分かっても小学生には分かりにくい所があったりしたので、誰が見るのかを考えて書かないと

いけないと思いました。 

・小学生の評価を見て、中学生や大人では気付けないことに気付いているなと感心した。 

・小学生の意見は、見る側になってみないと分からないものばかりだった。つくる側は分かりやすいと

思っていても、見る側は分かりにくいと思っていたりして、難しいと思った。 

・小学生はすごいと思った。ほめてくれる人もいたが、鋭い意見がたくさんあり、本当にすごいと思っ

た。これを生かしていきたい。 
 

 小学生の指摘が鋭いことへの驚きのコメント、制作者の視点だけでなく閲覧者の視点で分かりやすくま

とめる難しさや立場の違う人に伝えることの難しさを実感しているコメントが大変多かった。また、自分

自身が意識していなかったことに気付けたことで、小学生の率直なコメントに概ね好意的な印象を持って

いることが伺えた。 

 その後、校内ロボットコンテストで製作したロボットのＰＲのためのディジタル作品を設計させた所、

記述内容の充実と説明箇所を指示するための矢印やキャプションなどの書き込みが明確になっていること

が確認できた（図７ 図８）。 

     
     図７ 生徒作成絵コンテ                       図８ 生徒作成絵コンテ 
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４ 研究の成果と課題（予想される研究成果の概要） 

 

 本研究では、生徒の感想や絵コンテの内容などから、マルチメディア作品の設計と制作に関する知識と

技能の習得及び閲覧者の評価を生かした振り返りについて一定の効果があったと考えている。 

 また、Ｗｅｂページの閲覧と評価に関する簡易ネットワークシステムを構築し、運用を行うことができ

た。年度当初は、インターネットを介した

Ｗｅｂページの公開とアンケートの回収

を予定していたが、個人情報保護とデータ

容量の関係からＷｉＦｉ機能付きポータ

ブルハードディスク内に生徒の作成した

ファイルを保存し、無線ＬＡＮ経由で閲覧

することとした。１台のハードディスクで

３～４台程度のＰＣ端末を接続させ閲覧

させた。生徒の個人情報保護という観点

と、手軽に限定したネットワーク内でＷｅ

ｂページを閲覧できるという点で効果が

あった。ただし、限定的なネットワークの

ために、生徒が作成した電子メールによる

アンケートシステムを活用することがで

きず、小学生にはマークシートと記述式の

アンケートを記入してもらうこととした

（図９）。記入済みのアンケート用紙はス

キャナで読み取って自動集計を行った。  

 

５ まとめ 

 

 生徒の作成したＷｅｂページを改めて

見直してみると、ものづくりの学習に関す

る生徒の理解度が如実に反映されている

ことに気付かされる。ディジタル作品の制作に関するスキル学習だけでなく、根本のものづくりの技能に

関しても、もっと的を絞った指導をしなければならないことを痛感させられた。 

 また、今回の研究では小学生の評価を中学生がどのように活用できるかに視点をあてて学習計画を立て

たが、小学生の視点から先輩の作成したＷｅｂページを閲覧した感想や中学校技術の授業に対する期待感

なども調査しておけば良かったと考えている。 

 今回評価する側だった小学生が中学校に進学して、改めてＷｅｂページの作成の授業を受けた際の取り

組み方の様子なども注目しながら、今後もＷｅｂページの制作を介した小中連携授業モデルを計画、実施

していきたいと考えている。 

 

図９ 小学生記入用アンケート用紙 
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